
オンライン利用者保護規制とデータ利活用

Society5.0の実現を目指すわが国において、宇宙
システムは、地上システムと連携し、ビッグデータ
の重要な構成要素となる３次元測位データや地上の
さまざまな状態を捉えるリモートセンシングデータ
を提供する上で、非常に重要な位置を占めていま
す。また、災害大国と呼ばれるわが国では、地上の
状況に左右されずに機能が継続するなど、広域な観
測や通信が可能な宇宙システムのポテンシャルは高
いと言えます。そうした中、自動走行等の実現や、
地理空間情報が高度に活用される社会基盤の確立に
向けて、高精度な位置情報を活用した宇宙利活用ビ
ジネスの進展が期待されています。このような分野
において高精度な衛星測位サービスを提供している
ものが、準天頂衛星システム（QZSS: Quasi-Zenith 
Satellite System、愛称：みちびき）です。

みちびきは、現在４機体制で運用されており、衛
星 測 位 サ ー ビ ス、 測 位 補 強 サ ー ビ ス（SLAS／
CLAS）、メッセージサービス（災害・危機管理通
報サービス／Q-ANPI）を提供しています。さらに、
みちびきは、2023年度を目途に単独で位置情報の
取得が可能になる７機体制の構築を、2024年度を
目途に信号認証機能の正式運用開始を目指していま
す。

信号認証機能は、測位信号のなりすまし（スプー
フィング）を防ぐことを目的に、測位信号に含まれ
る航法メッセージが本物であることを「電子署名」
技術により証明するものです。信号認証機能が整備
されることで、取得できる位置および時刻情報 1 の

“信頼性”が高まるため、さまざまなユースケース
での活用が見込まれています。
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準天頂衛星システムの今後

１　みちびきなどの一般的な測位衛星は巨大な原子時計を搭載して航行しており、その時刻情報を信号として配信しています。
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